
 

お客様各位 

2020 年 8 月 吉日 

シスメックス株式会社 

 

 

Windows 向け OncoGuideTM NET のクライアント証明書の登録方法について 

 

OncoGuide NET をご利用いただくためには、パソコンにクライアント証明書を登録していただく必要

がございます。クライアント証明書を登録するための手順を以下にまとめました。ご参考の上、クライ

アント証明書の登録をお願いいたします。 

 

※注意 

 クライアント証明書を登録する際、パソコンの管理者権限が必要です。 

管理者権限がない、もしくは管理者権限があるか不明な場合は、システム管理部門にお問い合わせ

ください。本手順書に記載に従い OncoGuide NET にアクセスしてください。第三者からの情報に

よる偽サイトへの誘導にご注意ください。 

以上 

 

お問い合わせ窓口 

シスメックス株式会社 OncoGuideTM NCC オンコパネル システム 専用窓口 

電話番号：0120-035-802 

受付時間：月～金曜日（祝日・お盆・年末年始・その他休日は除く）09:30～17:00   
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Windows10 で対応しているブラウザは MS Edge(バージョン 83 以上)と Google Chrome(バージョン 83 以

上)になります。 

 

＜登録手順＞ 

1. クライアント証明書の保存 

メールにて配布されたクライアント証明書を任意のフォルダに保存します。 

本手順書は例として次のフォルダに保存したものとして以後の説明を行います。 

例）C:\証明書\client_<病院コード>.pfx (クライアント証明書) 

   ※<病院コード>は 3ケタの数字となります。 

    配布されたクライアント証明書は安全に管理する必要があります。 

 

2. クライアント証明書の登録 

① 保存したクライアント証明書をダブルクリックします。 

証明書のインポートウィザード画面が表示されます。「保存場所」に「現在のユーザ」を選

択して、「次へ(N)>」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 



 

② 「証明書のインポート ウィザード」画面の「インポートする証明書ファイル」が表示され

ます。項目「ファイル名」に配布されたクライアント証明書が既に選択されていますの

で、「次へ(N)>」ボタンをクリックします。 

 

 

  



「証明書のインポート ウィザード」画面の「パスワード」が表示されます。 

項目「パスワード」に 「クライアント証明書と一緒にメールでお伝えしたパスワード」を

入力します。 

「すべての拡張プロパティを含める(A)」のみ選択状態にし、「次へ(N)>」ボタンをクリッ

クします。 

 

 

③ 「証明書のインポート ウィザード」画面の「証明書ストア」が表示されます。「証明書を

すべて次のストアに配置する(P)」を選択し、「参照(R)」ボタンをクリックします。 

 

 



④ 「証明書ストアの選択」画面が表示されます。「個人」を選択し、「OK」ボタンをクリック

します。 

 

 

⑤ 「証明書のインポート ウィザード」画面の「証明書ストア」の項目「証明書ストア」に

「個人」と表示されていることを確認し、「次へ(N) >」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑥ 「証明書のインポート ウィザード」画面の「証明書のインポート ウィザードの完了」が

表示されます。「完了」ボタンをクリックします。 

 

 

  



⑦ 「証明書のインポート ウィザード」画面にて「正しくインポートされました。」と表示さ

れます。「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

⑧ [ ]検索機能で「証明書」を検索し「ユーザ証明書の管理」をクリックします。 

       

 

⑨ 「ユーザ証明書の管理」画面の「個人」の「証明書」を選択し、インポートした証明書の

情報が一覧に表示されていることを確認してください。 

 

 

 
  



＜アクセス方法＞ 

① ブラウザを起動します。 

次の URL を入力し、エンターキーを押下します。 

URL：http://www.oncoguide.net/ 

② 「OncoGuideNET のログイン画面へ」をクリックします。 

 

 

      

 

  



③ 「Windows セキュリティ」画面の「証明書の確認」が表示されます。 

これはクライアント証明書を選択する画面になります。 

先ほど登録したクライアント証明書を選択し、「OK」ボタンをクリックします。 

 

 

 

  



④ エキスパートパネルのログイン画面が表示されます。 

URL 右の「 (鍵マーク)」が表示されることを確認してください。 

      

 

⑤ 割り当てられたログイン情報を入力し、「ログインボタン」をクリックしてください。 

 

以上 
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